
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































受賞年   賞   氏名  受賞時の所属など
2012年 生理学・医学賞 山中 伸弥 （神大卒） 京都大学 iPS 細胞研究所長・教授
2010年 化学賞
根岸 英一 （東大卒） 米国パデュー大学特別教授
鈴木 章 （北大卒） 北海道大学名誉教授
物理学賞
南部 陽一郎 （東大卒） シカゴ大学名誉教授（受賞時は米国籍）
2008年
小林 誠 （名大卒）  高エネルギー加速器研究機構名誉教授、元京都大学理学部助手
益川 敏英 （名大卒） 京都大学名誉教授
化学賞 下村 脩 （長崎大卒） ボストン大学名誉教授
2002年
化学賞 田中 耕一 （東北大卒） 株式会社島津製作所フェロー
物理学賞 小柴 昌俊 （東大卒） 東京大学名誉教授
2001年 化学賞 野依 良治 （京大卒） 名古屋大学理学部教授
2000年 化学賞 白川 英樹 （東工大卒） 筑波大学名誉教授
1994年 文学賞 大江 健三郎 （東大卒） 作家
1987年 生理学・医学賞 利根川 進 （京大卒） 米国マサチューセッツ工科大学教授
1981年 化学賞 福井 謙一 （京大卒） 京都大学工学部教授
1974年 平和賞 佐藤 栄作 （東大卒） 元内閣総理大臣
1973年 物理学賞 江崎 玲於奈（三高→東大卒）米国 IBM ワトソン研究所 主任研究員
1968年 文学賞 川端 康成 （東大卒） 作家
1965年 物理学賞 朝永 振一郎 （京大卒） 東京教育大学教授




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































＊ 京大短歌ホー ムペー ジ 
http://www.kyoudai-tanka.com/


























































































































































て新しくつ りかえられます。破骨細胞が古い骨を壊したあとに、骨芽細胞 カルシウムやビタミンを使って骨を再形成します。こ を骨代謝回転といます。血液は骨の中心部にある 髄でつくられますが、骨自身が新しくなることで、新鮮な血をつくりだせるのです。
2は破骨細胞です。
4本の触角がかわいいだろ。 強















は脂肪細胞の中で活性化しま ところが、骨がもっとも成長する思春期にダイエットをす 女性が多 。
＊5〜
30歳の４人に１人










































































































ウェーデンのカロリンスカ研究所に留学したときに北欧の冬を体験しました。 バス停で待つおじいちゃんやおばあちゃん みんな、 太陽を見上げてじっとしていた。 （笑）
マグネシウムやリン、カリ ム、カルシウム
















下にある副甲状腺から 骨を溶かす副甲状腺ホ モンがでます。骨がすこし溶けるだけで血中濃度はぐんと上がる。でも、そんな状態が長くつづくと、骨はどんどんもろくな ます。
5
カルシウム不足は高血圧の要因にもなります。副甲状腺ホル
















































































Christiansen et al.  1981
17 　第23号◉2013
はアルツハイマー型が増えています。
認知症の三大要因は、 運動不足、 高脂肪食、 ストレスです。運
動トレーニングは、ストレスの発散にも効果的です。血流がよくなり、からだはリラックスして、寝つきもよくなります。
大脳皮質は感覚や思考、 判断などの知的機能を担当します。 前
頭葉のまん中のあたりにある扁桃核は、 好き・嫌い、 怖いなどの感情を司ります。視床下部 、食欲や性欲、学習意欲、名誉欲、金欲など、すべての意欲の中枢です。このような「知・情・意」という人間の認知機能を刺激するのが、 神経伝達物質（脳内ホルモン） のひとつ ドーパミンで 。
ドーパミンの化学構造式は覚醒剤とほぼいっしょです。人間




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































A  2009年調査 伐採樹木 
（縄文晩期）
B  1978年調査 埋没林 
（縄文晩期）
C  1983年調査 埋没林 
（縄文晩期）
D  1994年調査 貯蔵穴 
（縄文晩期）
E  掘立柱建物跡（縄文中期）





K  1972年 石棒採集 
（縄文晩期）
L  配石・土器棺墓 
（縄文後期）
M  水田跡（弥生前期）
N  1972年 調査地点
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く違いに遭遇した。すぐにも臨床医学に取り組めると思いきや、 待ち構えていたのは、 これまた生理、 生化学、 解剖といった基礎学問で、退屈極まりない。
その年の暮、遂にプッツンと堪忍袋
の緒が切れ、私は 生課に休学届を出した。親には内緒だった。修学院離宮近く、 賄いつきの下宿に閉じこもり、 朝から晩まで原稿用紙に向か 朝日新聞主催の 「一千万円懸賞小説」 に人生を賭けたのである これに入選を果して世に出よう、と。
半年後、落選の報が届いた。入選作



























ズがのたくったような筆跡でさっぱり読み取れない。何かのイタズラだろうと、腹立ち紛れにゴミ箱に捨 ようかと思ったが、 （ちょ と待て）という声無き声に思い留った。
部屋に持ち帰り、明かりの下で一字
一字を拾ってい 。何とか読めた。「私は不治の病を負った一病者です」
?
と書き出されてあった。診断 つかな 差し出し人
 
明 の
 
一通 の
いままあちこちの病院でモルモット扱いされてきたという。体は診ても心を診てくれる医者はいなかった。あなた様は今、大変な苦境のさなかにおられると拝察して すが、どう 初志を貫徹し、病める者の心も診るお医者なって下さい、云々。
いつしか
滂ぼう
沱だ
の涙にくれていた。
半年後、私は医学部に復帰できた。ままならぬ恋は三年で終わった。彼
女は結局、私でなく神を選んだ。独身を貫き、七九歳となった今も、迷える子羊どもを牧している。
『孤高のメス 
――外科医当麻鉄彦』
（幻冬舎、2007年）
1989年から?ビジネスジャ
ンプ?で掲載された?メス
よ輝け!!?の原作。医師
不足や手術ミス、地域医
療、生体肝移植など、現
代医療がかかえる問題の
リアルな姿を描く
＊　『青春の蹉跌』
70年安保終焉後の青年を描い
た石川達三の小説。1974年に
映画化。
